じ 第 四 巻に はいろ いろの 角度から 日本の 文学、 プ ロレ 

タ リア 文学の 歴史が とりあげられる ことにな つ ている _ 

広い 意味で いえば、 これらの 題目 は みんな 文学と 生活 

の 関係 を 語る ものである。 

では、 わたし はどうい うこと から 話し だすの が 便利 

な 方法だろう。 この 文学 講座 第一 巻に 中 野 重 治が 「こ 

れ から 小説 を かく 人へ」 という 文章 を 書いて いる。 こ 

れは わかり 易く、 そして ふれなければ ならない 大事な 

話 もお としてい ない。 第一 巻 を 読んだ 人が つま リ第四 

卷を 読む のだろう し、 また その 逆で も ある わけだろう 

から、 わたし は 中 野 重 治が ふれて いるいく つかの 点 を 



もう 少し つ つ こんで 話して みる ことにしようと 思う。 

中 野 重 治 は 小説 を 書こうと する ほどの 人なら ば その 

人 は 人生 を 愛して、 人の ために も 骨お しみ をし ない 者 

でなければ ならな い ， j と できる， j と は 必ずす すん 

で 実行す る 勇気 を もった 人で あるべき こと をい つてい 

る。 そして 小説 を 書く ほどの 人 は、 人類が 尊い 努力と 

犠牲に よって 歴史 をお しすす めて きた 真理に 対して 私 

心なく その 価値 を 認めて、 人々 とともに その 人間の 知 

慧の 成果 を 分け も つ こと を 心から よろこべ る 人で ある 

はず、 とも 云って いる。 文学と 生活との 関係に ついて 

は、 これらが 本当に かなめな ところ だと 思う。 



グなコ ー スを とって 根 気づよ く、 人民の 力に よって 行 

われなければ ならない 内外の 事情に おかれて いる。 文 

学 もこの 事実から きりはなして 語られる ことで はない 

文学が 人間 生活に 対する 理解と 共感と にたつ 愛と 努 

力の 社会的な 行為 だとい うこと は あきらか だとして、 

人間 を 愛する という こと、 人生 を まじめに 受けと つて 

歴史と ともに 自分 も ひと も 成長 させて ゆく という こと 

は 具体的に はどうい うこと を さすの だろう。 ひたすら 

生活に 風波 をお こさない ようにして、 世間の しきたり 

を そのまま 受けつ いで、 その 枠の なかで、 月、 雪、 花 

のな がめ をた のしんだ りして 生きて ゆく ことだろう か _ 



人生の 姿が まざまざと 描かれて いるが、 わたしたち 自 

身が 自分で 文 をつ くり 出して ゆく 時 は、 原稿紙の わき 

にどれ ほど 傑作 をつ みあげて おいても 何の 役に もた た 

ない。 それ どころ かわた したち は 不思議な こと を 発見 

している。 人生 を 深く とらえて 描き出し、 読む 人の 心 

を ひきつける 作品と いう もの は、 奇妙な 力 を もってい 

て、 読者が まじめに、 その 作品の 世界に 入って ゆけば 

ゆく ほど、 ますます ひろく、 ますます 深く、 日頃 は 何 

となく すぎて きた 自分の 生いた ちゃ 親た ちの 人生、 い 

まの 自分の 生活と その 中に ある いくつかの 問題な どに 

ついて、 はっきり 眼 を さまさせられて くる ものである _ 



人に よまれて いる。 特に 日本で は 「女の 一生」 の 主人 

公ジ ヤンヌの 運命 は、 まだまだ 多くの 婦人の 運命に つ 

ながった ところが ある。 今日 「女の 一生」 を 読む 日本 

の 若い 婦人た ち は、 あわれな ジ ヤンヌに 同情し、 憲法 

の 文字の 上 だけ 変っても、 現実に のこる 婦人の 社会的 

な 無力 さに ついて 痛感す るで あろうが、 そこまで は 誰 

でも 同じ だとして、 それから 先に、 現代の 日本の 若い 

婦人のう ちに ある いくつかの タイプが それぞれ のちが 

い を もって 社会的 反応 を 表して くるだろう。 

即ち 一 つの タイプ はモ ー パッ サンが この 小説 を 書い 

た 時代 ( 一 八 八 三年) と 一 九 五 〇 年の 世界 —— その 中 



愛情の 内容が いろいろに たかめられ、 社会化 された モ 

メント にたって いると しても 主婦、 という 立場で 日々 

のい となみが あんまり 女性に と つ て 重い 負担 だから、 

当然 主婦と 職業の 矛盾、 衝突の 問題が 考えられずに は 

いない。 なぜなら、 「この 心の 誇り」 の 男 主人公 は、 無 

駄な 時間 を トランプ 遊びに ついやして、 空虚に 愛情ば 

かり をせ がんで いる 妻 を もつ 科学者だった。 彼 は 自分 

の 仕事に 助手と して 働く 若い 婦人に 自分の 生涯 を かけ 

た 仕事と 人生の 真実な みちづれ をみ 出して ゆく。 そし 

て そ ， J に 新しい 生活が きずき 直された。 

こういう 小説の テ ー マ は 第一 一次 大戦 前にお いて は、 



た 瞬間の、 彼女の しぐさと して 描かれる 必要 も 生れて 

くる。 一人の 人の 表情、 動作に ついて さえ、 文学の 目 

という ものが そこまで 立ち入る ものであるなら、 社会 

の 集団が 集団 的に 表情して いる 表情 や ものの やり方 I 

I たとえば 金銭と か 男女 関係の ありかた などに も、 そ 

の 人び ととして は 無意識に そうな つて ゆく、 または 居 

直つ てそうし ている 底の 原因まで が 文学の 目で 見出さ 

れ なければ ならない。 

一 つの コップの スケッチ でも、 それ は 影 を 正しく 描 

き 出される ことで はじめて コ ップと いう 立体的な 物体 



はさけ がたいと される 見 かたが ある。 その 同じ 理由 か 

ら エロチックな 中間小説が 氾濫 するとい われても いる 

が、 人生 を 大切に 思って いるすべ ての 人の 心に は、 こ 

の みじめな 循環 法に た つ 説明 だけで は 納得で きない も 

のが ある。 こんな 男に とっても、 女に とっても 不幸な 

混乱 を そのまま にうけと つ ている だけで はいられない 

気持が ある。 率直に 人生の よろこびの 泉と して 性 をき 

ら めかせた いと 願う 者 は、 人間と しての 愛と モメント 

から きりはなして 考える ことができない。 女に とって 

男 を 殺し、 男に とって 女 を 殺し、 半ば ひらいた 美しい 

人間の 精神と その 性 を纖滅 する 戦争， ，- そ 拒絶し ずに は 



いられない。 性 は 母性 父性にまで ひろがって、 人間の 

性の 正当な あつかいかた を 求めて 叫んで いると 思う。 

精神の 解放の 証拠と しての 肉体 解放と いうならば、 そ 

れ はとぐ ろ をまい た 肉体 文学 を 突破して、 先ず 性の 根 

元で ある 生命の 人間ら しい 愛と、 その 自主性の 確立 I 

I 少く とも 戦争と 失業の ない 社会 を 主張す るた めに 

闘って いる 肉体の 行動が、 現代 文学のう ちに とらえら 

れて 自然 だと 思う。 

実 さいで は みんなが そういう 風に やつ ている の だ。 

組合の 活動に しろ 戦争 反対、 ファシズム 反対 を 持す る 

こころもち とその 行動、 金で いえば 五 千円の 越年 資金 



中で、 じりり じりり と 推し まわされて ゆかなければ な 

ら ない、 人民の 民主主義 にたつ 社会へ 新しい まわ リ舞 

台。 その 仕組みに ついて 考える とき、 彼女 は 若々 しい 

人生 へ の 意欲と 愛と にも えれば もえる ほど、 ほかなら 

ない 自身の 肩に、 しっかり うけとめて 推して ゆかな け 

れ ばなら ない、 労働者階級の 勝利への 心棒が ある こと 

を 感じる だろう。 けなげで 忍耐 づ よい アサの 知らな 

かった 生活と 文学の 実感が ここに ある、 新しい 歌が あ 

る。 

文学の 仕事 をして ゆこうと している 人 は、 実感 を 尊 

重して、 文学 のこと 以外に 多く の y J と を 学ばなければ 



られる 危険 は、 資本主義 社会の いわゆる 文化、 娯楽が、 

きわめて 知覚 的な 刺戟の 連続と して 歌謡. バレ ー、 あ 

て ものな どで 組立 てられ、 プログラム づ けられて いる 

という ことで ある。 労働条件の わるさ たえざる 疲 

労と 心労、 生活 不安と、 からみあって 来て いる この 娯 

楽の 知覚 的な 方向への そらせ かたは、 よほど 警戒され 

なければ ならない。 働いて、 くたびれた 時間の 全部 は、 

じ つ と 考えさせず、 たえず 音 や 色 や 動きで まぎらして 

しまおう とする 娯楽の 知覚 化 —— 「二十の 扉」 や 「一 

分ゲ ー ム」 や 「私 は 誰でしょう」 など は、 瞬間 瞬間 を 

こまぎれ にして ちり ぢ リば らば ら の トピ ックに 注意 を 



のきく リアリズムにまで 育つ て 来る。 

リアリズムの おそろしい 力 は、 まだ ほかに も ある。 

それ は 文学 流派と し て どのような ロマンティシズムで 

も、 シュ— ル でも、 ス リラ ー でも、 とどの どん づ まり 

のと ころで は、 その 手法で 描かれた 世界が、 読者に 実 

感 として うけいれられる リアルな ものと して 形象化し 

かたちづくって 行かなければ ならない という 現実で あ 

る。 つまり 語ろうと する 世界 を 在らせなければ ならな 

いという 客観的な 真理に 服さなければ ならない という 

ことで ある。 ロマン テイスト ゃシュ ー ル. リアリスト 

たちの 多く は、 なぜ 自分が ロマン テイスト であり、 



シュ ー ル であるか という こと を 社会との つながり、 歴 

史の 発展との つながり という ひろい 視野に たって 説明 

する こと は 出来ない。 リアリズム は、 社会現象 として 

の ロマンティシズム、 シュ— ル- リアリズム を、 その 

ような 生活 感覚に 分裂 をお こさせる 根源に さかのぼつ 

て 分析し、 人間 理性の 歪曲 (ディ フォ ー メ ー シ ヨン) 

に 抵抗して、 新しい 人間性の 再建に 向う 精力 を 蔵し 

ている。 

シェ ー ク スピアの リアリズム は、 彼の 生きた 十六 世 

紀の 半ばから 十七 世紀の はじめに かけての ョ ー 口 ツバ 

社会と 各層の 人間の 活躍の 可能と 限界と を、 あます と 



多くの 経験から 一 つの 法則 を ひき 出して 来る 能力が 

あった。 他の 動物に ない 性格が ある。 文字の 発明が、 

そんなに 生活 的な 動機 を もち、 忘れたり、 混乱したり 

する 知覚 的な 不確 さに 抵抗す る 人間の 分別から おこつ 

ている という こと は、 わたしたちに、 文学と いう もの 

が 本来 ふくんで いる、 厳粛な 価値 を 考えな おさせる と 

思う。 太古の 民族 伝説が 初め て 文学 にう つされ たと き 

は、 その 民族に とって 驚異の 祭日であった にち がいな 
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民族 文字 を もっていない アイヌに は、 こういう 伝説 

が ある。 昔、 アイヌ族が 繁栄して いた 時代に は、 アイ 



だろう か。 

文学に 大切な 実感 はこの ように 基本的な 文字 その も 

のの 性格の 検討にまで 及んで 行かない わけに ゆかない。 

人類の もつ 美しく 立派な 文学の 一 つで もが、 何 かの 

意味で 無情な 破壊力の 抗議で ぁリ、 人間の 訴えと 欲求 

に 立って いない ものが あつただろう か。 

世界 文学の 中に 日本の 現代 文学が どういう 価値 を も 

つかと いう こと は、 決して 「細雪」 を もっている こと 

だけで は 計られない。 新しい 歴史が ひらけた アジアで、 

独特な 辛苦の 立場に おかれて いる 島国. 日本の 人民が、 

どのように 自身 を 世界平和 かくらん のために 使役され 
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